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０
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（
案
）

　

２
０
０
９
年
に
政
権
に
就
い
た
民
主
党
は
、
当
初

掲
げ
て
い
た
国
民
生
活
重
視
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
不

履
行
を
続
け
、
２
０
１
０
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で

も
医
療
・
社
会
保
障
分
野
の
施
策
が
大
幅
に
後
退

し
、
社
会
保
障
費
や
診
療
報
酬
改
善
で
も
不
十
分
な

対
応
に
終
始
し
た
。

　

２
０
０
９
・
２
０
１
０
年
度
、
協
会
は
保
団
連
と

と
も
に
国
民
の
共
同
を
広
げ
、
患
者
が
お
金
の
心
配

な
く
安
心
し
て
医
療
を
受
け
、
歯
科
保
険
医
は
ゆ
と

り
を
持
っ
て
診
療
で
き
る
診
療
報
酬
体
系
と
医
療
保

険
制
度
の
実
現
を
め
ざ
す
こ
と
を
重
点
と
し
た
。
活

動
を
進
め
る
う
え
で
は
、
①
歯
科
保
険
医
の
生
活
・

経
営
と
医
療
を
守
る
こ
と
②
国
民
と
医
療
担
当
者
の

相
互
理
解
と
共
同
で
要
求
を
実
現
す
る
こ
と
③
政
府

・
財
界
の
「
構
造
改
革
」
政
治
の
流
れ
を
変
え
る
こ

と―
―

の
３
つ
の
視
点
を
重
視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
。
具
体
的
な
成
果
と
し
て

は
、
社
会
保
障
予
算
２
２
０
０
億
円
削
減
方
針
の
廃

止
や
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
の
撤
回
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
、
５
年
に
お
よ
ぶ
適
用

除
外
運
動
に
よ
っ
て
休
保
制
度
は
じ
め
自
主
共
済
の

再
開
に
道
を
拓
い
た
保
険
業
法
再
改
定
法
の
成
立
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
患
者
・
会
員
と
一
体
と
な

っ
た
粘
り
強
い
取
り
組
み
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
協
会
運
動
の
大
き
な

財
産
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

１
、
政
治
的
展
望
を
切
り

開
い
た
３
つ
の
方
向
と

運
動
の
成
果

　

歯
科
医
療
危
機
の
打
開
を
求
め
る
会
員
の
切
実
な

声
と
協
会
・
保
団
連
の
運
動
に
よ
っ
て
、
２
０
１
０

年
４
月
の
歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
率
は
２
・
09

％
と
医
科
と
比
べ
高
く
設
定
さ
れ
た
。
基
本
診
療
料

の
引
き
上
げ
や
基
礎
的
技
術
料
の
一
部
改
善
を
実
現

さ
せ
た
ほ
か
、
補
綴
物
維
持
管
理
料
や
口
腔
内
写
真

の
見
直
し
を
食
い
止
め
る
力
と
な
っ
た
。
一
方
、
引

き
上
げ
の
大
部
分
が
初
診
料
や
病
院
歯
科
で
の
手
術

料
な
ど
に
配
分
さ
れ
、
４
〜
９
月
の
歯
科
医
療
費
の

伸
び
が
１
・
４
％
（
厚
労
省
「
医
療
費
の
動
向
」）

と
公
称
の
引
き
上
げ
率
を
下
回
っ
た
。

　

厚
労
省
は
１
月
15
日
〜
22
日
、
次
期
診
療
報
酬
改

定
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
、
協
会
が
会

員
に
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
、
２
２
６
人
か
ら
延
べ
７

０
２
項
目
も
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
同
じ
医
療

行
為
で
も
診
療
所
と
病
院
で
は
初
・
再
診
料
が
あ
ま

り
に
も
違
い
す
ぎ
る
。
医
療
人
と
し
て
納
得
で
き
な

い
」
と
改
善
・
引
き
上
げ
を
求
め
る
声
が
目
立
っ

た
。
ま
た
、
①
医
療
費
明
細
書
発
行
の
義
務
付
け
②

す
べ
て
の
算
定
項
目
の
算
定
日
の
摘
要
欄
へ
の
記
載

―
―

が
決
め
ら
れ
た
。
集
め
ら
れ
た
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
は
医
療
費
抑
制
を
目
的
と
し
た
医
療
の
標
準
化
や

診
療
報
酬
改
定
に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
高
く
、
診

療
実
態
と
一
致
し
て
い
な
い
診
療
報
酬
体
系
は
患
者

に
誤
解
を
与
え
か
ね
な
い
。
一
律
義
務
化
と
し
な
い

よ
う
引
き
続
き
撤
回
を
求
め
て
い
く
。

　

２
０
０
９
年
夏
か
ら
取
り
組
ん
だ
「
診
療
報
酬
引

き
上
げ
と
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る
」
会
員
署
名
は

会
員
比
５
割
を
超
え
る
２
１
４
７
人
が
協
力
し
、
過

（
１
）
２
０
１
０
年
改
定
に
向
け
た

診
療
報
酬
改
善
・
引
き
上
げ
の
運

動

去
最
高
の
賛
同
者
を
得
た
。
署
名
は
国
会
要
請
行
動

の
都
度
、
大
阪
選
出
の
衆
・
参
国
会
議
員
に
手
渡

し
、
会
員
の
声
・
要
望
を
繰
り
返
し
届
け
る
こ
と
で

世
論
を
高
め
国
政
を
動
か
し
た
。

　

新
点
数
中
央
説
明
会
（
２
０
１
０
年
３
月
22
日
・

御
堂
会
館
）
に
は
午
前
・
午
後
を
通
し
て
１
８
０
０

人
が
参
加
、
各
地
区
説
明
会
（
府
下
８
会
場
）
で
も

計
７
５
０
人
が
参
加
し
「
丁
寧
な
解
説
で
分
か
り
や

す
い
」
と
好
評
を
得
た
。

　

改
定
内
容
に
つ
い
て
会
員
の
２
割
・
７
０
０
人
を

対
象
に
、２
０
１
０
年
５
月
、緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
１
４
０
人（
回
答
率
20
％
）か
ら
回
答
を
得
た
。

２
・
09
％
と
さ
れ
た
改
定
の
影
響
を
見
る
た
め
、
今

年
４
月
の
保
険
請
求
が
前
月
３
月
と
比
べ
て
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
か
を
聞
い
た
。「
上
が
っ
た
」
が
14
・

３
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
下
が
っ
た
」
が
30
・
３
％

に
の
ぼ
り
、「
変
わ
ら
な
い
」
も
35
・
７
％
だ
っ
た
。

大
阪
支
払
基
金
の
４
月
分
確
定
金
額
で
も
前
年
同
月

比
で
０
・
２
％
し
か
増
え
て
お
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
と
一
致
し
た
。
歯
科
医
師
に
と
っ
て
「
実
感
な

き
プ
ラ
ス
改
定
」だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
２
）
保
険
で
よ
り
よ
い
歯
科
医
療

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

に
同
省
令
１
５
１
号
を
出
し
た
。
こ
の
省
令
も
多
く

の
問
題
点
を
抱
え
た
も
の
だ
っ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

義
務
化
が
一
部
撤
回
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
訴
訟
は

収
束
し
た
。

（
４
）
患
者
負
担
の
軽
減
と
社
会
保

障
と
し
て
の
医
療
保
険
制
度
の
充

実

　

国
政
選
挙
で
は
、
社
会
保
障
費
の
毎
年
２
２
０
０

億
円
削
減
撤
回
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
な

ど
「
構
造
改
革
」
路
線
か
ら
の
転
換
が
争
点
と
な
っ

た
。
２
０
０
９
年
の
総
選
挙
、
２
０
１
０
年
の
参
議

院
選
挙
で
協
会
は
候
補
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
機

関
紙
で
公
約
や
回
答
を
紹
介
し
会
員
に
正
し
い
意
思

表
示
を
求
め
た
。
大
阪
選
出
の
衆
・
参
国
会
議
員
に

は
保
団
連
の
国
会
要
請
行
動
で
繰
り
返
し
要
請
を
続

け
た
。
請
願
署
名
の
提
出
と
と
も
に
患
者
・
会
員
の

声
を
直
接
議
員
に
届
け
、
上
京
数
は
２
年
度
で
実
に

27
回
を
数
え
た
。

　

２
０
１
０
年
５
月
に
は
、
保
団
連
の
患
者
受
診
中

断
実
態
調
査
票
を
開
業
医
会
員
３
１
４
７
人
を
対
象

に
実
施
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
る
治
療
の
中
断
・
中

止
や
一
部
負
担
金
の
未
集
金
な
ど
に
つ
い
て
聞
い

た
。
直
近
の
半
年
間
に
治
療
中
断
や
患
者
か
ら
検
査

等
を
断
ら
れ
る
な
ど
の
経
験
を
し
た
会
員
は
５
割
以

上
、
未
集
金
の
経
験
は
56
％
に
上
っ
た
。
ま
た
同

月
、
近
畿
の
保
険
医
協
会
、
民
医
連
、
年
金
者
組

合
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
社
保
協
）
ら
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
を
訴
え
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
今
す
ぐ
廃
止
！
守
ろ
う
い
の
ち
！
な
く
せ

貧
困
！
５
・
22
近
畿
総
決
起
集
会
」
を
開
催
し
、
９

６
１
人
が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
難
病
患
者
、
派
遣

労
働
者
、
医
師
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
現
場
の

実
態
を
発
言
、
笑
福
亭
松
枝
師
匠
が
落
語
「
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
医
療
崩
壊
」
を
披
露
し
た
。

　

患
者
負
担
軽
減
に
向
け
た
会
員
院
所
で
の
署
名
活

動
は
、
大
阪
社
保
協
な
ど
の
市
民
団
体
に
も
協
力
を

得
な
が
ら
推
進
し
た
ほ
か
、
理
事
が
先
頭
に
た
っ
て

８
回
に
わ
た
っ
て
街
頭
宣
伝
行
動
に
取
り
組
み
、
市

民
に
直
接
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

（
５
）
患
者
・
国
民
に
歯
科
医
療
の

重
要
性
を
啓
発
し
受
診
う
な
が
す

　

北
大
阪
地
区
が
取
り
組
む
「
吹
田
よ
っ
と
い
で
ま

つ
り
」
の
恒
例
の
歯
科
健
診
で
は
、
受
診
者
が
過
去

最
多
の
１
０
０
０
人
を
超
え
た
。
協
会
の
各
地
区
で

上
が
参
加
し
た
高
齢
者
集
会
で
歯
科
医
療
の
分
科
会

を
担
当
、
歯
科
と
全
身
の
健
康
や
海
外
技
工
問
題
な

ど
を
語
っ
た
。
保
育
所
や
高
齢
者
福
祉
施
設
な
ど
で

の
出
前
学
習
会
に
も
旺
盛
に
取
り
組
ん
だ
。
活
動
を

通
じ
て
得
た
こ
と
は
、
府
民
・
市
民
は
口
腔
内
の
健

康
に
非
常
に
関
心
が
高
い
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」
は
ま
さ
に
国
民
の
願
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
歯
科
医
療
連
絡
会
の
活
動
は
全
国
的
に
も

広
が
り
を
見
せ
た
。
１
９
９
２
年
に
始
ま
っ
た
全
国

連
絡
会
の
活
動
を
皮
切
り
に
、
１
９
９
３
年
に
は
千

葉
・
東
京
、
２
０
０
７
年
に
は
愛
知
、
２
０
０
８
年

に
長
野
、
２
０
０
９
年
に
兵
庫
、
２
０
１
０
年
に
大

阪
・
大
分
と
、
毎
年
の
よ
う
に
新
た
な
組
織
が
生
ま

れ
た
。
政
権
交
代
な
ど
歴
史
の
激
動
期
に
患
者
・
住

民
と
と
も
に
歯
科
医
療
改
善
を
掲
げ
る
組
織
が
結
成

さ
れ
活
動
を
広
げ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
意
義

を
持
っ
た
。

　

地
方
自
治
体
・
議
会
に
対
し
て
は
、
①
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
を
実
現
さ
せ
る
②
海
外
技
工
物
を
医
薬

品
扱
い
と
し
歯
科
技
工
法
に
則
し
た
取
り
扱
い
と
す

る
③
学
校
医
療
券
の
対
象
疾
病
を
拡
充
さ
せ
る―

―

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
陳
情
し
た
。

　

大
阪
府
下
43
市
町
村
の
う
ち
、「
保
険
で
よ
い
歯

科
医
療
を
求
め
る
意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
た
自
治
体

が
17
市
町
、「
海
外
技
工
の
安
全
性
を
求
め
る
意
見

書
」
が
15
市
町
、「
学
校
保
健
安
全
法
の
医
療
費
助

成
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
」
が
12
市
町
と
な
っ
た
。

　

深
刻
な
不
況
と
貧
困
の
拡
大
に
よ
っ
て
歯
科
治
療

を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
急
増
す
る
な
か
、
誰
も
が
お

金
の
心
配
を
せ
ず
に
十
分
な
歯
科
治
療
が
受
け
ら
れ

る「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
」の
実
現
を
目
指
し
て
２

０
１
０
年
５
月
29
日
、
患
者
や
住
民
と
と
も
に
歯
科

医
療
の
改
善
を
進
め
る
「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を

大
阪
連
絡
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
同
会
に
は
医
療
関

係
者
だ
け
で
な
く
、高
齢
者
団
体
や
市
民
団
体
、保
育

関
係
団
体
、
設
立
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
も
参
加
す

る
な
ど
そ
の
構
成
も
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
結
成
総
会

で
は
、
尚
絅
学
院
大
学
教
授
・
岩
倉
政
城
氏
が
講
演

し
、
歯
科
医
療
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
や
患
者
・

国
民
が
声
を
上
げ
て
こ
そ
歯
科
医
療
改
善
が
実
現
す

る
こ
と
な
ど
、今
後
の
運
動
へ
の
期
待
が
語
ら
れ
た
。

　

連
絡
会
結
成
後
の
10
月
に
は
、
保
団
連
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
主
催
の
市
民
向
け
学
習
会
「
楽
し
ん
で
知
ろ

う
！
い
い
歯
と
健
康
」
を
開
催
、
笑
福
亭
松
枝
師
匠

の
落
語
「
虫
歯
地
蔵
」
や
対
談
を
企
画
し
市
民
と
歯

科
関
係
者
ら
１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
開
催
前

に
は
街
頭
宣
伝
を
実
施
し
、
50
人
以
上
が
保
険
で
よ

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
訴
え
た
。
歯
科
単
独
で
の
大

規
模
な
宣
伝
行
動
は
「
保
険
で
良
い
入
れ
歯
」
運
動

以
来
の
も
の
と
な
っ
た
。
12
月
に
は
、
３
０
０
人
以

（
３
）
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

で
訴
訟
、
厚
労
省
が
省
令
改
正
し

義
務
化
を
撤
回

　

医
療
情
報
漏
洩
の
危
険
、
民
間
企
業
の
情
報
利

用
、
税
・
社
会
保
障
カ
ー
ド
に
よ
る
国
民
管
理
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
は
ら
む
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
義
務
化
は
、
対
応
で
き
な
い
医
療
機
関
の

閉
院
に
よ
る
地
域
医
療
の
崩
壊
も
招
く
こ
と
か
ら
、

協
会
は
２
０
０
７
年
か
ら
義
務
化
反
対
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
２
０
０
９
年
４
月
23
日
、
協
会
は

医
科
協
会
と
と
も
に
義
務
化
撤
回
を
求
め
て
大
阪
地

裁
へ
提
訴
し
た
。
神
奈
川
協
会
に
次
ぐ
全
国
２
番
目

で
、
原
告
団
は
１
次
・
２
次
合
わ
せ
て
４
４
９
人
、

神
奈
川
の
原
告
団
１
７
４
４
人
と
合
わ
せ
る
と
約
２

２
０
０
人
と
な
っ
た
。

　

協
会
や
医
療
関
係
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の

運
動
が
政
権
を
動
か
し
、
厚
労
省
は
11
月
25
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
義
務
化
省
令
１
１
１
号
を
廃
止
し
、
新
た

２
、
歯
科
医
療
崩
壊
の
打

開
に
向
け
た
７
つ
の
取

り
組
み

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
な
ど
を
訴
え
た

決
起
集
会
（
２
０
１
０
年
５
月
22
日
）　
　
　

（９）

《
10
面
に
つ
づ
く
》


